
7月22～24日、東京・有明の東京ビ

ッグサイトで日本最大のモバイル／ワ

イヤレス関連イベント「ワイヤレスジャ

パン2008」が開催された。

ワイヤレスジャパンは、技術開発・

エンジニアリング、マーケティング・セ

ールスの両面からモバイル／ワイヤ

レス分野を捉える専門展示会。13回

目を迎える今年は185の企業・団体

が出展した。また、移動通信事業者

や携帯電話メーカー等のトップマネ

ジメントが顔を揃える基調講演をは

じめとしたカンファレンスでは、22コ

ース・117セッションのセミナーおよび

パネルディスカッションが開かれた。

3日間の来場者は、昨年を上回る3万

7621名に達している。

屋外伝送実験を再現

モバイルネットワークは今、第3世

代携帯電話（3G）の基盤技術である

CDMAから4GのOFDMA技術への

転換期に差し掛かっているが、今年

のワイヤレスジャパンを特徴づけたの

がこの次世代無線インフラである。

LTE（スーパー3G）やWiMAXなど、

次世代無線インフラ関連の技術、ソ

リューションに関する展示が目白押し

だった。

とりわけ来場者の目を引きつけた

のが、NTTドコモがブースの目玉と

して出展したLTEのデモだ。

2010年のLTE商用化を目指すドコ

モは、今年3月に屋外実証実験で

250Mbps超の無線パケット伝送に成

功している。今回のデモはこの環境

を会場内に再現したものである。3

月の実験に用いられた端末局車両を

会場内に搬入し、ブース内のLTE端

末との通信が実際に基地局装置を

介して行われた。会場内の伝搬特性

などから、デモでの最大通信速度は

160Mbps程にとどまっていたが、数

十Mbpsの伝送速度を必要とするハ

イビジョン映像や遅延の影響を受け

やすいオンラインゲームが問題なく利

用できることが示され、LTEの商用

サービスが目前に迫っていることを

強く印象づけた。

このほか、ドコモに実証実験装置

を納入した富士通、日本での移動イ

ンフラビジネスに力を入れる中国・フ

ァーウェイがそれぞれのブースで

LTEの伝送デモを披露。インフラ分

野では、LTEのビジネスがすでに本
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WIRELESS JAPAN 2008

ワイヤレスが変える、
ワイヤレスと創る

日本最大のモバイル／ワイヤレス専門展示会「WIRELESS

JAPAN 2008」（主催：リックテレコム、企画・運営：日本イー

ジェイケイ）が7月22日～24日の3日間、東京ビッグサイトで開

催された。来場者数は、過去最高の3万7621名に上った。

今年のテーマは「ワイヤレスが変える、ワイヤレスと創る」。

イノベーションの根幹となるワイヤレス関連の先端技術が勢揃

いしたのはもちろん、その上で花開こうとしているアプリケー

ション／サービスの最新動向も一望できるイベントとなった。

展示会場と主要コンファレンスの詳細をレポートする。

展示会場レポート

グローバル化と高速化が急進展
転換期に入ったモバイル／ワイヤレス業界は今後どこへ向かうのか。次世

代インフラ、端末、法人向けソリューションの3つの視点で、変化の方向性

を探ってみた。 文◎藤井宏治（ジャーナリスト）

ドコモのLTEデモで用いられた端末局車両。MIMOに対応するために
複数のアンテナが装備されている

LTE端末の表示画面。高精細画像の伝
送が可能であるほか、遅延が許されない
オンラインゲームにも利用できる

クアルコムブースで
行われたHSPA＋のデモ



基地局「BroadOne WX300」を使っ

た無線伝送デモが実施された。

富士通以外では、日本無線が商用

基地局装置による無線伝送デモを実

施。ファーウェイもUSBタイプ端末に

よる無線伝送デモを行うなど意欲的

な展示を行っていた。また、老舗

WiMAXベンダーであるイスラエルの

アルバリオンも伊藤忠テクノソリュー

ションズと共同で出展し、海外で多

くの実績を持つWiMAXソリューシ

ョンを訴求していた。

この3社が主要ターゲットとするの

が、行政区単位で免許が付与される

地域WiMAX事業者である。すでに

CATV会社など42社に免許・予備免

許が交付されており、年内には基地

局の設置が始まる。個々の案件の規

模は小さいが、来年以降も多くの事

業者の参入が期待される有望市場

なのである。ファーウェイは、フジク

ラと組んで日本の地域WiMAX市場

の開拓を目指している。

今回は業界団体のWiMAXフォー

ラムのブースも開設された。ブースで

はインテルのWiMAXモジュールを

搭載したUMPC、NECの基地局ソリ

ューションなどが展示されていたほ

か、三菱電機が基地局装置のコンセ

プトモデルを披露するなど新たな取

り組みも見受けられた。

PHSの特徴を継承

UQコミュニケーションズとともに

2.5GHz帯の全国バンド事業免許を

取得したウィルコムは次世代PHSを

「WILLCOM CORE」（ウィルコムコ

ア）のブランド名で展開するが、ブー

スではその伝送デモを軸とした展示

が行われた。同社は来年2～4月に試

験サービスを開始し、10月から商用

サービスをスタートさせる計画だ。

ウィルコムが特にアピールしていた

のは、現行PHSと同様、次世代PHS

にはセル設計が不要で容易に基地

局の設置・増設ができる特徴がある

点。これを生かすことでPHS基地局

をベースとした早期のエリア展開が

可能になるという。次世代PHSのサ

ービス競争力が予想以上に高いもの

になる可能性もありそうだ。

次世代PHS唯一のインフラベンダ

ーである京セラは、次世代PHS商用

基地局のモックアップを展示。あわ

せて推進するiBurst、WiMAXにつ

いても多彩な展示を行った。

アジア2社、新規出展の狙い

端末関連でもこれまでにない動き

が見られた。中でも注目を浴びたの

は、サムスンと中国・ZTE（中興通

迅）というアジアの有力端末メーカ

ー2社の初出展だ。特にドコモ、

KDDIに次ぐ大規模ブースを構えた

サムスンには数多くの来場者の関心

が集まった。

サムスンの目玉はタッチパネルUI

を採用した「OMNIA」「TouchWiz」

「Soul」の3機種だ。OMNIAは、

iPhoneの対抗機種と評されるスマー

トフォンで、日本ではこれが初公開。

また、TouchWizはそのミドルレンジ
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番を迎えつつあることをうかがわせ

た。

HSPA＋のマルチキャリア版も

携帯電話半導体大手の米クアルコ

ムは、LTEの対抗技術としてほぼ同

様のスペックを持つUMBを推進して

いる。もっとも世界の携帯電話事業

者の大勢はLTE支持で固まりつつあ

るとされ、UMBの展開には不透明感

が増してきている。

こうした中、クアルコムは昨年の

UMBの展示に代え、①HSDPAの高

度化仕様で20M～40Mbps程度の高

速データ通信を実現するHSPA＋、

②日本でもKDDIがデータ通信の主

力として整備中のEV-DO Rev.Aの

搬送波を複数本束ねて高速化を図

るEV-DO Rev.Bの2つを次世代ソリ

ューションとして訴求した。

HSPA＋は、現行のHSDPA基地

局の改修により展開可能、また端末

の開発も比較的容易とされているこ

とから、LTEよりも手軽に導入でき

る次世代インフラとして注目されてお

り、日本でもソフトバンクがこのシステ

ムに関心を示している。HSPA＋が

市場に浸透すれば、当然、LTEの普

及は遅れることになるはずだ。

今回の展示で注目されたのが、

Rev.Bと同様の手法によりHSPA＋の

搬送波を複数本束ねて高速化を実

現する「HSPAマルチキャリア」が提

案されていたことだ。実用化されれ

ばHSPA＋はLTEの競合システムと

しての性格をさらに強めることになる。

本番迎えたWiMAXビジネス

LTE、HSPA＋以上に次世代イン

フラ商戦の本格化を実感させられた

のが、商用化が目前に迫った2.5GHz

帯広帯域移動無線アクセスシステム

（BWA）、とりわけモバイルWiMAX

である。

2.5GHz帯全国バンドの事業免許

を取得したUQコミュニケーションズ

は、KDDIのブース内に設けられた

コーナーでモバイルWiMAX事業に

関する展示を実施。WiMAX端末の

コンセプトモデルや開発中の屋内用

小型基地局、さらには米国や韓国で

発売されているWiMAX端末なども

参考出品され、多くの来場者が関心

を寄せていた。

UQコミュニケーションズは来年2

月に東京23区、横浜、川崎で試験サ

ービスを開始、夏には東名阪の大都

市にエリアを拡大し商用サービスに

移行する計画である。そのためブー

スではサービス開始が来年に迫って

いることを繰り返し強調していた。

WiMAXについては、ベンダー各

社も意欲的な展示を行った。例えば、

サムスンとともにUQコミュニケーショ

ンズのインフラ調達先に選定されて

いる富士通は、WiMAXベンダーの

中でも最大規模の展示コーナーを構

え、基地局装置から端末、ベースバ

ンドチップなどのデバイスに至るフル

ラインのWiMAX関連ソリューション

を出展した。さらに目玉として、UQ

コミュニケーションズに提供する小型
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UQコミュニケーションズが開発中の小型屋
内基地局装置

UQコミュニケーションズは来年の
サービスインをアピールした

富士通は商用WiMAX基地局
装置「BroadOne WX300」を
用いて無線伝送デモを実施した

USBタイプのWiMAX端末を用いたファーウェイの無線伝送デモ

京セラブースでは、
WiMAX、iBurst、
次世代PHSの3つが訴求された

WILLCOM COREの
実験端末と商用版基地局の

イメージモック

アルバリオンの
WiMAXソリューション

WiMAXフォーラムの
ブース

NECは
モバイルWiMAXソリューション
「PasoWings」を展示



やウィルコムの「WILLCOM 03」

「WILLCOM D4」に採用されている

ヤッパのタッチパネル向けUI、無線

による端末ソフトの更新システムとし

て広く導入されているレッドベンド・

ソフトウェアのOTA（Over The Air）

ソリューション、ケータイカメラのオー

トフォーカスに活用されているOKIの

顔認識エンジン「FSE」など、携帯電

話向け組み込みソフトの展示が目立

った。これは携帯電話のプラットフォ

ーム化が進展、端末開発がモジュー

ルの組み合わせで進められるように

なっていることを反映したものだ。

売れる商材に集中

新市場開拓の切り札としてキャリ

ア各社が力を入れているのが法人

向けモバイルソリューションだ。

ドコモの法人ソリューションコーナ

ーでは、①無線LAN対応端末による

内線ソリューション「PASSAGE

DUPLE」、②デュアル端末による企

業向け内線ワイヤレスIP電話サービ

スで発着信の電話番号を携帯電話

の090/080に統一する「IPセントレッ

クスワンナンバー」、③おサイフケー

タイを用いたパートナーのソリューシ

ョンにIDを提供することでセキュリテ

ィを確保する「カイスマート」、④情報

システム担当者の電話帳管理を安全

かつ容易に実現する「電話帳情報セ

キュリティサービス」（参考出展）の4

つがラインナップされた。

一方のKDDIは、企業向け商材と

して、①au携帯電話からOutlookの

スケジューラ、メールアドレス帳など

が利用できる「KDDI Business

Outlook」、②さまざまなアプリケー

ションをPCと携帯向けに提供する

「Business Port」の2つのSaaSソリュ

ーションを訴求していた。

またKDDIは今回、携帯電話の機

能やBREWアプリとPCのアプリケー

ションを連携させられるモジュール

を提供する「BREW×Windows」を

参考出展した。これはBREWアプリ

に関する制約を緩和することで、新

たなニーズを開拓しようというもの

だ。このような変化の背景には、①

業務システム連携などのモバイルソ

リューションがコモディティ化してき

ていること、②PCに近い機能を持つ

スマートフォンの普及によりSIerがキ

ャリアの支援を受けなくても企業の

ニーズに応えられるようになっている

ことなどがあり、こうしたなか事業者

は自らが売りやすい商材に集中する

傾向を強めているようだ。

ところで、現在のスマートフォンの

主流はWindows Mobile搭載端末と

言えるが、兼松コミュニケーションズ

は独自に「E61」などのSymbianベー

スのノキア製スマートフォンを調達、

多くの企業のモバイルシステムを構

築しており、ブースではその事例が

紹介されていた。

次世代高速ネットワークの整備や

端末オープン化、グローバル化の進

展にともない、通信事業者と他のプ

レイヤーが果たす役割分担も大きく

変化していくことになりそうだ。
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版、Soulはミュージックプレイヤー機

能を重視した10キー付き端末であ

る。いずれも7.2MbpsのHSDPAに

対応している。

サムスンは年内にもOMNIAを日本

で発売する意向を明らかにしてお

り、ソフトバンクとの交渉を現在進め

ているという。今回の巨大ブースの

出展は、日本市場への本格進出宣言

としての意味を持つと言えよう。

他方、ZTEのブースでは携帯電話

端末からLTE、IMSなどの最新技術

まで、同社が手がけるソリューション

が幅広く紹介された。出展の最大の

狙いは、日本通信への端末供給で先

鞭を付けた日本での端末ビジネスの

環境を整えることにあるという。

ZTEの担当者は「従来のインセンテ

ィブモデルの下では高品質の端末を

安価に作れる当社の特徴が生かせ

なかったが、料金制度の改革でビジ

ネスチャンスが生まれると考え、今年

4月に日本法人を設立した」と説明。

「当社は3G端末を1万円台で作れる。

これは日本のメーカーにはとてもマネ

できないはず」と自信を見せていた。

総務省が国内端末メーカーの海外

進出を狙って推進する制度改革は、

同時に日本市場への海外メーカーの

参入を促す形となっている。閉鎖的

とされる日本の携帯電話市場のグロ

ーバル化は、予想以上のスピードで

進行していく可能性がある。

近距離無線で連携

端末関連のトレンドとしてはもう1

つ、赤外線通信やBluetoothなど近

距離無線を活用し、携帯電話と他の

機器・システム、ネットワークを連携さ

せようとするアプローチも目立った。

ドコモブースで行われたのはウェ

ルネスプラットフォームのデモ。これ

は、赤外線通信により「SH706iw」

（シャープ製）、「F1100」（富士通製）

などの端末と、オムロンヘルスケアや

タニタの健康管理機器の間でデータ

をやりとりし、健康管理に活用するも

のだ。さらに、パナソニックモバイル

コミュニケーションズのブースでは、

エアコンやカーナビなどの家電、情

報機器との連携がメインテーマとし

て訴求された。また、NECは無線

LANデュアル端末「N906iL onefone」

を活用したFMCソリューションをブ

ースの目玉に据えた。

こうした流れの背景にあるのは、

携帯電話の情報端末としての利便性

を向上させることで、顧客満足度の

向上も図ろうという狙い。加えて、事

業者にとっては、データ定額制の下、

新たな収益モデルの可能性を拓くと

いう側面も持っている。

近距離無線自体にも新しいトピッ

クが見られた。KDDIは、光通信デ

バイスを発光ダイオードから半導体

レーザーに変更することで、赤外線

データ通信の転送速度を1Gbpsに向

上させる新技術のデモを公開した。

同社は、この技術の標準規格化を推

進する考えだという。

このほか、端末関連の技術を巡

る動きでは、ドコモの「SH906i」
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サムスンブース
ではタッチパネル
UIのOMNIAに
関心が集まった

ドコモのウェルネスプラットフォーム
では赤外線通信を介して健康機器と

携帯電話機を連携させる

シャープブースでは、健康機器と
携帯の連携のほか、液晶TV向け
インターネットサービスの操作を
携帯電話から行うサービスも訴求
された

KDDIは
法人ソリューションコーナーで
SaaSを前面に打ち出した

ドコモが法人ユーザー向けの
有力商材として期待をかける
「電話帳情報セキュリティサービス」

KDDIが試作した
1Gbps赤外線通信
モジュール

パナソニックモバイルコミュニケーションズ
は携帯電話と家電、情報機器との連携を
メインテーマに据えていた

ZTEは高品質で安価な端末で
日本市場への進出を図る
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携帯電話の役割は今後、「パーソ

ナルゲートウェイ」から「パーソナルエ

ージェント」へ変わっていきます。

パーソナルゲートウェイとは、携帯

電話が人から人およびモノに情報を

渡すことを意味します。情報の入手

や発信に携帯電話を使うというこの

考え方は、すでにほぼ実現されてい

ると言えるでしょう。これからは、ユ

ーザーの状態や環境、過去の行動履

歴などに応じて最適な機能、情報・

サービスを最適な形で提供できる仕

組みが、携帯電話を使って実現され

ていきます。我々はこれを、パーソナ

ルエージェントと表現しています。

その1つの例が「LISMO」です。

「着うた」「着うたフル」の提供か

ら、ケータイとPCをつなぐサービス

へと進化し、ソニーのオーディオ機器

との連携も可能になりました。さらに、

PCで動画をダウンロードし、映画1本

を丸ごと携帯電話で見られる新しい

仕組みも導入しています。

「じぶん銀行」の機能も、まさしく

パーソナルエージェントの機能の1つ

と言えるでしょう。携帯電話番号で

の振込が可能になることにより、商品

の購入等が簡単な操作で行えるよう

になると同時に、ケータイで預金管

理をすることも可能になります。

その他、LISMOで音楽を聴きな

がらランニングやウォーキングの距

離・タイム・消費カロリー計算ができ

る「Run&Walk」、ダウンロードした映

画等をDVD-RWやDVD-RAMに書

き込める「DVD Burning」といった

サービスも開始しています。

KDDIの携帯電話加入者数は過去

7年で約2倍に伸び、約3000万に達し

ています。これまでは数で伸びてき

ましたが、今後はパーソナルエージ

ェントとして携帯電話を使うことでお

客様がもっと自由に楽しく、また効率

的に仕事ができる世界が実現されて

いくと考えています。

法人向けには、FMBC（Fixed

Mobile Broadcast Convergence）の

実現に向けて、固定とモバイルが融

合したSaaSサービスを提供していま

す。また、法人向け端末のカスタマイ

ズも重要なキーワードになってくるで

しょう。ニーズの多様化にあわせた

端末の開発も進めていきます。

2方向からの進化

KDDIでは、FMBCを支える技術

開発も進めています。

ユーザーエクスペリエンスを向上

させることでユーザーに対して新し

いコミュニケーションサービスを提供

する。また一方で、通信・放送のイン

フラ技術も高度化させていきます。

この2方向からの進化により、パーソ

ナルエージェントの考え方が実現で

きると考えています。

ユーザーエクスペリエンスの向上

については、映像の視聴者が自分の

視点を選択することができる技術

「ウォークスルー自由視点映像」、コン

テンツの特徴情報やユーザー情報を

基に最適なコンテンツを推薦する高

度なレコメンド技術、1Gbpsの高速な

データ転送が可能な赤外線通信イン

ターフェースの開発を進めています。

通信・放送のインフラ技術につい

ては、3Gでメインとなっている

CDMAから、3.9G/4GではOFDMへ

と進展していくでしょう。このOFDM

とMIMOを利用することで、より高速

なサービスが実現可能になります。

ただし、高速な無線通信が可能に

なることと、実用性を求めた場合に

どのスピードが良いのかということは

別問題です。インフラ事業者としては、

携帯電話というスタイルにどこまでの

スピードが求められるのかを考えて

おく必要があるでしょう。

定額制の料金体系によりユーザー

がますます大容量のコンテンツをダ

ウンロードするようになれば、我々イ

ンフラ事業者は高速なサービスを提

供することが難しくなってきます。単

に高速を求めるのではなく、ビット当

たりの単価の低減を目指すことも必

要になってきます。（文責・編集部）

小野寺正氏 KDDI 代表取締役社長兼会長

携帯電話はパーソナルエージェントへ

日本の携帯電話市場は、成長期か

ら成熟期に入りつつあります。法人

市場や2台目需要はまだ残っています

が、台数の大幅な伸びは期待できま

せん。しかし、携帯電話の質的な向

上はこれからだと思います。

NTTドコモでは成長期と成熟期

では取るべき戦略が異なると考え、

今後は既存顧客を重視し、お客様満

足度を高めていく方針です。

まずはもう一度原点に立ち戻り、

ブランドを磨き直そうと、今年4月に

「新ドコモ宣言」を発表しました。サ

ービスだけでなく端末の作り方やネ

ットワーク、広報活動などあらゆる分

野で見直しを図り、実行に移してい

ます。7月1日には創業以来初めてロ

ゴを一新するとともに、全国1社化も

実施しました。

これらはドコモの将来を大きく左

右する変革であり、何としても成功さ

せようと全社一丸となって取り組んで

いるところです。

ドコモでは携帯電話の新たな価値

創造にも挑戦しています。これまで

は電話やメールといった「コミュニケ

ーション」、インターネット接続やワン

セグなど「情報アクセス」、おサイフケ

ータイや居場所検索など「生活支援」

の手段として進化してきました。

秋冬モデルから、新たに行動支援

サービス（エージェント機能）を搭載

していこうと考えています。つまり、

「○○ができる携帯電話」ではなく、

「○○してくれる携帯電話」へと変化

することを意味します。

例えば、油絵が好きな人がこの情

報を自分の端末にあらかじめ登録し

ておくと、銀座の歩行者天国を歩い

ているときに近くで開かれている油

絵の個展情報が端末に送られてきま

す。

携帯電話の持つ認証機能やGPS

機能を使えば、交通情報や気象情報、

イベント情報など、行動履歴や位置

情報に応じた情報配信も可能です。

こうした行動支援機能を強化するこ

とで、「インターネットのケータイ化」

が実現できます。

また、融合サービスにも取り組ん

でいます。これまで携帯電話と固定

電話はそれぞれ独自に発展してきま

した。

しかし21世紀はコンバージェンス

の時代です。お客様から見れば、サ

ービスを受けるときに携帯であろうと

固定であろうと関係ありません。携

帯と固定だけでなく、通信と放送の

融合、ITS（高度道路交通システム）

や情報家電との連携なども進めてい

きます。

ドコモでは、携帯と固定の融合と

して、FOMA／無線LANデュアル端

末を使用するホームエリア連携サー

ビス「ホームU」を6月から開始しまし

た。また、FOMAエリア対策改善の

ために昨年秋からフェムトセルの基

地局を導入しています。

来年には、ホームUとフェムトセル

を組み合わせ、帰宅するとデリバリ

ーの割引情報を受け取ったり、出勤

時に通勤路線の運行状況を知らせ

るなど、ホームエリアに出入りするタ

イミングに合わせて情報を配信する

在圏連動サービスを始めることを計

画しています。

端末はシンクライアント化

さらに、ネットワークの高度化に向

けた準備も進めていきます。スー

パー3G（LTE）は今年3月に行った実

証実験で、上り50Mbp s、下り

250Mbpsの伝送に成功しました。

2009年に開発を完了し、2010年に導

入を開始する予定です。LTEの導入

により、伝送速度の高速化、接続処

理時間や伝送遅延の短縮が実現で

きます。その結果、端末にすべての

アプリケーションを載せなくても、サ

ーバー側でメニューのカスタマイズや

情報の保存を行うことが可能になり

ます。

こうした携帯電話の質的向上によ

り、顧客満足度の向上につなげてい

きいたいと思います。（文責・編集部）
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この4月から7月までの通信業界を

振り返ってみますと、全体的に少し

踊り場感というか、閉塞感があると

感じています。移動体通信では、加

入者数自体は伸びているのですが、

事業者の売り上げは伸び悩み、1加

入者当たりのARPUの下落が進展し

ています。

そうした厳しい環境のなかで、当

社としては4つの取り組みを考えてい

ます。1つめはエッジの立ったウィル

コムならではの商品を、当社のネット

ワークの特徴を活かして投入します。

2つめは法人向けのFMCで、音声だ

けでなく、メールやアプリケーション

分野でも実現していきます。3つめは

我々の特徴であるマイクロセルを活

かした新しい社会基盤の構築です。

そして4つめとして新たなブロードバ

ンドと、そこから広がるユビキタス市

場を開拓していきます。

そうしたなかでウィルコムはこの夏

商戦で、「WILLCOM D4」「WILL-

COM 03」「WILLCOM 9」「HONEY

BEE＜ブルーシールアイスクリームモ

デル＞」といった新たな商品を投入

しました。これらを足掛かりにして今

後は、「もう1つの未来」を作っていき

ます。

法人向けで現在注力しているの

は、全国モバイル内線ソリューション

「W-VPN」と、W-VPNの機能を活か

したNTTコミュニケーションズの

「.Phoneユビキタス」の2つです。W-

VPNは内線番号、.Phoneユビキタス

は050のIP電話番号を使用し、全国

どこでもオフィスと外出先社員間の

通話を無料にするものです。

法人向けではスマートフォンにも注

力しています。使われ方は非常にシ

ンプルであり、ExcelやPowerPoint

などのファイルを添付メールで受け

て閲覧するといった活用法です。セ

キュリティについても、個別のスマー

トフォンをリモート管理することで強

固なものを実現しています。

定点カメラ・センサ網を構想

当社はすでに次世代PH Sを

「WILLCOM CORE」というブランド

で展開することを発表、準備を進め

ていますが、実は現世代のPHSの高

速化もまだ進めているのです。基地

局に引き込んでいる有線回線をメタ

ルケーブルから光ファイバーに変え

ることで800kbpsを実現します。

WILLCOM COREで目指すシステ

ムスペックをご紹介しましょう。当面

の速度目標は上り下り最大100Mbps

です。サービス開始時は20M～

40Mbps程度になるかと思いますが、

早期に100Mbpsに引き上げます。さ

らに将来的には200M～300Mbpsを

目指して研究開発を行っています。

また、新幹線のなかでも使えるよ

うに、300km/h走行での利用を可能

にします。さらにマイクロセルを活か

した仕組みで、カタログスペックと実

効速度の差がない、安定した実効速

度の実現を目指します。

WILLCOM COREで実現する市

場については、現在のW-SIM（ウィ

ルコムシム）を次世代でも作るつもり

であり、さまざまな企業と連携し、新

しいユビキタス市場が実現できるよ

う、エコシステムモデルを構築したい

と思っています。

さらに、現在全国16万の既存の基

地局に次世代PHSの基地局を併設

中ですが、その時に同時に定点カメ

ラやセンサを取り付け、それらのネ

ットワークを使った新たな社会基盤

を構築する構想を描いています。

これについては、本日発表した

「BWAユビキタスネットワーク研究

会」においてプライバシーなどの問題

について検討し、安心して利用でき

る仕組みを築いていきます。

当社はこれまで、厳しくも優しい

多くのお客様に支えられてきました。

こうした方々を大切にしつつ、新た

なマーケットを、既存PHSやWILL-

COM COREを通して構築していくこ

とが我々の責務だと思っています。

（文責・編集部）

喜久川政樹氏 ウィルコム代表取締役社長

WILLCOM COREで新市場を構築

ソフトバンクのアプローチは非常

に明快で、とにかくユーザーにバリ

ューを提供するのだということです。

このバリューはサービス、端末、ネッ

トワークの3要素から成り立ち、どれ

か1つが欠けてもいけません。

欧州や米国の通信事業者は

iPhoneを大変な脅威だと思っていま

すが、それは誰が支配権を持つのか

―この3つのファクターを提供する

プレイヤーによる主導権争いの面が

あるからです。ただ、我々は「そうし

たことは後でもいいじゃないか」とい

う考え。ユーザーに提供するバリュ

ーの最大化こそが、真っ先に考えな

ければならないことです。

自分たちがあらゆるところでプレ

ゼンスを持ち、できればコントロール

し、そして多くの取り分を得たいと思

うのは、企業ですから当然のことで

す。しかし、その順序を勘違いして

はいけません。ユーザーのインタレ

ストを無視したら、勝つチャンスはど

こにもないのです。

通信事業者と販売店、端末メーカ

ー、サービスプロバイダーの間には

緊密な関係がありますが、日本では

このエコシステムの中核に通信事業

者がいます。「欧米のビジネスモデル

の方がいい」という見方もあります

が、欧米の事業者は今、日本のモデ

ルを非常に羨み、注目しています。

特にインターネットの世界から現れ、

モバイルの重要性を確信して巨額の

資金を投じたソフトバンクには、その

一挙手一投足に注目が集まっている

といって過言でありません。

モバイル情報サービスの将来像

―今後の収入源について我々が

どう考えているかですが、PCモデル

である「広告」、携帯モデルである

「月々 の支払い」の2つの結合が将来

のモデルだと思っています。しかし、

携帯にはバナー広告は適しておら

ず、ユーザーにそっぽを向かれます

から、安易に広告モデルを持ち込む

つもりはありません。

完全にパーソナルな端末である携

帯ではユーザーの性格や関心、さら

には今いる場所や外の気温など

TPOまで分かります。グーグルがや

った検索連動広告もありますが、

TPOに連動した広告になっていくで

しょう。加えて、この検索連動とTPO

連動は“広告”では終わらず、そのま

まトランザクションにガイドしていく“e

コマース”まで発展していきます。ま

た、今盛んに話題になっているSNS

の発展系、ソーシャルグラフの世界

にも踏み出していきます。

LTEはコストアップ要因

2010年前半には3.9Gを展開したい

と考えていますが、通信方式につい

てはHSPA＋（Rel.7）を本命に、将来

LTEへとアップグレードする可能性も

ある形を考えています。なぜ、すぐ

にLTEではないのか。それは2010

年時点では、LTEがコストアップ要

因になるからです。LTEはまだこれ

からの技術であり、またバックワード

コンパチビリティがないためHSPAと

LTEのデュアル端末にする必要もあ

ります。何度も申したように、我々の

仕事はユーザーにバリューを提供す

ることですから、コストが高くなる

ものは出すわけにいきません。

HSPA＋はMIMOも搭載しており、

10MHz幅くらいなら周波数利用効率

はLTEとほぼ一緒です。

将来の携帯端末は、現在の数十

倍のトラフィックを扱うようになります

が、3.9Gや4Gでは今の5倍は実現で

きても50倍にはなりません。ですか

らxDSLとWiFiによるFMCや、ブロ

ードキャストとキャッシング技術の組

み合わせなど、新しいコンセプトの

合わせ技が将来の正しいネットワー

クの姿といえます。この場合も、ユー

ザーから出発すれば間違いありませ

ん。ユーザーにとって一番コストが

安く、快適にあるネットワークを組み

合わせ、シームレスな情報通信統合

サービスを実現していきます。

（文責・編集部）
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本日最後の講演ですが、当社は今

日講演された会社のなかでは一番小

さく、またサービスも始めていない会

社です。ですが来年になりますと、

WiMAXという技術を携えて、次世

代のワイヤレスブロードバンドを切り

拓いていきます。

当社の事業ビジョンは「いつでも、

どこでも、誰でも、あらゆるデバイス

でブロードバンドに接続できる環境

を提供する」であり、その結果として

豊かな国民生活と日本経済の発展に

貢献したいと考えています。

「Broadband always with you」

を合言葉にしており、それを形作る4

つのAnyという意味で、Anytime、

Anyone、Anywhere、Any Device

の4つを挙げています。最初の3つは

これまでモバイル通信事業者が実現

されてきたと思いますが、4つめの

Any Device、すなわちどの端末、デ

バイスでもブロードバンドに接続でき

ることを実現するのは、おそらく当社

が初めてになると思います。

具体的なスケジュールですが、来

年2月に試験サービスを開始し、その

半年後の夏に商用サービスを開始し

たいと思っています。

提供エリアは、試験サービス時は

首都圏の東京23区、横浜、川崎を予

定しており、商用サービス開始時には

中部圏、関西圏をカバーします。09年

度末には全国の政令指定都市に拡

大する予定であり、2010年度末に人

口カバー率76％、2011年度末には

90％超のカバー率にする計画です。

「ビルの中はどうなんだ」という声

がありますが、屋内小型基地局を展

開していきます。ちょうど家庭内で使

用している無線LANアクセスポイン

トとほぼ同じ大きさだと思います。

MIMOという技術でスピードも確保

します。

来秋にWiMAX時代の端末登場

我々が狙う市場は、携帯電話では

なく、PCでもない、その中間の市場

であり、そこの世界を立ち上げてい

こうと思っています。また、携帯ゲー

ム機で楽しんでおられる方にも提供

していけるようにします。

まず、来年2月の試験サービス開始

時にはWiMAXが利用できるデータ

通信カードを無料で配布しようと思

っています。試験サービスなので、

通信料も無料で提供します。

夏の商用サービス開始の頃には、

複数のメーカーからWiMAX内蔵の

ノートPCが発売される予定です。さ

らに秋にはUMPCやMIDのような、

スマートフォンでもPCでもない、

WiMAX時代のデバイスが出せると

思っています。端末はメーカーが出

すわけですが、そういった世界を創

るという意味で、株主であるインテル

と一緒に環境を構築していきます。

MVNOに関しましては、今年3月

21日に第1回の説明会を開催し、171

社が参加され、57社がMVNOの申

し込みをされました。現在、順次協

議を実施しているところです。

我々の事業戦略には、5つのポイ

ントがあります。一番重要なのは、早

くネットワークを作るということです。

ここは必死でやっていきます。2つめ

はリーズナブルな料金の実現です。

3Gのデータ定額が月額5000円近辺

の料金ですが、これよりも安価を考

えています。本当の意味での普及を

考えるなら、ADSLと同等の料金レ

ベルが必要だと思っています。3つめ

はさまざまなパートナーとのコラボレ

ーションで、メーカーやMVNOと一

緒に世界を創っていきます。また、外

国のWiMAXのキャリアとのコラボも

視野に入っており、4つめになります

がどこの国でもその端末が使えるよ

うになるグローバルスタンダードの実

現が必要です。さらに、そうすること

で5つめのポイントである、新領域の

デバイスの登場が可能になると思っ

ています。

当社は真のユビキタス社会の実現

に向けて、WiMAX技術を広めてい

きます。 （文責・編集部）

田中孝司氏 UQコミュニケーションズ代表取締役社長

WiMAXで真のユビキタス社会実現

日本の携帯電話契約数は1億に達

しようとしており、普及率は約80％で

す。これは世界から見ると第50位に

過ぎず、まだまだモバイルには将来

性があると思います。我々は非常に

保守的に計算しても、2012年に普及

率は107％、単純計算で1億3500万

契約に達すると予想しています。今

年3月末の携帯電話・PHSを合計し

た契約数は約1億700万ですから、差

し引き約2800万の新需要が生まれて

くるでしょう。

ただし、単純な音声需要はほぼ終

わっています。新需要とはデータカー

ドやスマートフォンです。また、日本

では海外で普及している音声のプリ

ペイドサービスはなかなか浸透し辛

い。しかしデータならば、当社の

「EMチャージ」のような新しいやり方

のプリペイドサービスもありえるので

はないでしょうか。

我々のターゲット市場は4つです。

まずは、現在PHSのデータカードを

利用しており、もっと高速にデータ通

信を利用したいというユーザー。こ

の約460万契約が1つめのターゲット

です。当社は07年末に業界初の

7.2Mbpsのデータサービスを開始し

ています。

次に、Wi-Fiを利用している約680

万人の方々です。Wi-Fiは特定の限

られた場所でしか利用できません。

それをもっと全国で利用したいと考

える方がターゲットです。我々のエリ

ア展開は順調に進んでおり、6月末

時点で人口カバー率85％を達成しま

した。データ利用であればほとんど

問題ないと思っています。

3つめが、固定のブロードバンドサ

ービスからの乗り換えです。例えば、

引っ越したばかりですぐにインターネ

ットを使いたいが、FTTHやADSL

を申し込むと工事に時間がかかる。

そんな時にデータカードであればす

ぐに利用できるわけです。実際に、

ADSLとHSDPAそれぞれの利用者

の1日のデータトラフィックを見ると、

ほぼ同じ利用の仕方がされていま

す。将来的には固定ブロードバンド

のユーザーがモバイルに移ってくる

可能性もあるのではないでしょうか。

最近では、ノートPCに我々のデータ

カードがバンドルされて出荷される

形も増えています。

最後が最も大きな市場で、従来の

携帯電話の音声マーケットです。こ

こで我々が差別化できるのは“料金”

だけです。当社のビジネスモデルは

既存事業者と異なり、音声ではなく

データをドメインとしています。データ

サービスに入っていただければ、音

声は基本料金はなし。使った分だけ

料金をお支払いいただく形でサービ

スを展開しています。さらに、980円

の「定額パック24」に加入していれば、

イー・モバイル同士の電話代はいつ

でも0円。さらに、固定電話向けは1

分当たり10.5円、携帯電話向けは1分

当たり18.9円。これは業界で一番安

い料金です。

2年以内にeHSPAを導入

今後のデータサービスの高度化に

ついては、まずはHSUPA、その後は

既存の設備を活用してeHS PA

（HSPA＋）による40～80Mbpsのサー

ビスを導入します。おそらく2年以内

にはeHSPAサービスが登場するでし

ょう。LTEはその後、新しい周波数

を頂いてからの導入となります。LTE

を導入すれば、将来的には150Mbps

以上のスピードが実現できます。

我々がデータサービスを開始した

のは07年3月末。それから約15カ月

経った08年6月末時点で60万の加入

者数を達成しました。市場シェアは

0.4％に過ぎませんが、この4～6月は

約23％の純増シェアを獲得していま

す。今年の目標は純増シェア15～

20％の獲得です。つまり、2800万の

新需要のうちそれだけを我々が獲得

する可能性があるということです。こ

れからも「ありえない」をキーワード

にサービスを推し進めていきます。

（文責・編集部）
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2012年までに2800万の新需要
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